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医療人育成・支援センター 
 

論  文 
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動向. 行動科学. 201902; 57(2):1-8. 
 
成瀬麻夕, 堀内 聡, 青木俊太郎, 井上 猛, 坂野雄二. 双極性障害患者のPerceived Criticismが6か月後の

抑うつ症状および躁症状に与える影響. 精神医学. 201904; 61(4):471-480. 
 
入江智也, 河村麻果, 青木俊太郎, 横光健吾, 坂野雄二. 大学生の精神的健康に及ぼす集団アクセプタンス＆

コミットメント・セラピー(G-ACT)の効果－非無作為化パイロット試験－. 認知行動療法研究. 201901; 45(1):1-12. 
 
青木俊太郎, 髙垣耕企, 河村麻果, 北川信樹, 福原祐佳子, 藤田雅彦, 佐々木竜二, 坂野雄二. 行動活性化

による抑うつ気分及び興味・喜びの喪失と行動的要因の改善の関係性. 認知療法研究. 201902; 12(1):36-45. 
 
〔総説等〕 
 
大谷晃司. 福島県全体の臨床医学教育力アップに向けた取り組み. 福島医学雑誌. 201904; 69(1):43-49. 
 
色摩（亀岡）弥生. 医学部高学年におけるTBL (Team-based Learning)の導入とアクティブラーニングについて. 
福島医学雑誌. 201904; 69(1):59-66. 
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青木俊太郎. 12-14 メタアナリシス, 12-21 バイアス. In: 日本認知行動療法学会. 認知行動療法事典. 東京: 丸善

出版; 201909. 
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psychiatric problems and HR-QoL. 46th International Society for the Study of the Lumbar Spine Annual 
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Watanabe K, Otani K, Nikaido T, Kato K, Kobayashi H, Yabuki S, Kikuchi S, Konno S. Pre-operative 
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surgical outcomes of lumbar decompression surgery. 46th International Society for the Study of the Lumbar 
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Kobayashi H, Nikaido T, Watanabe K, Kato K, Handa J, Otani K, Yabuki S, Konno S. Surgical outcome of 
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Society of Minimally Invasive Spine Surgery; 20190807-11; Suzhou, China. 
 
Ishikawa K, Kobayashi G, Igarashi H, Sugawara A, Naka T, Abe Y. Building a nationwide medical teachers' 
network engaging in simulation-based education. AMEE 2019; 20190828; Vienna, Austria. Abstract book. 
1722. 
 
Toda W, Matsumoto J, Itagaki S, Ohnishi T, Ito H, Ishii S, Shiga T, Matsyumoto T, Aoki S, Miura I, Yabe H. 
The relationship between white matter integrity and tendency of ADHD: a preliminary study. 32nd ECNP 
CONGRESS; 20190907-10; Copenhagen, Denmark. 
 
Ono R, Murata S, Uchida K, Omata J, Endo T, Otani K. The reciprocal relationship between locomotive 
disorders and social frailty in community-dwelling elderly: 2 years cohort study. 11th International Association 
of Gerontology and Geriatrics Asia/Oceania Regional Congress; 20191023-27; Taipei, Taiwan. 
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二階堂琢也, 大谷晃司, 渡邉和之, 加藤欽志, 小林 洋, 矢吹省司, 紺野愼一. 福島県における脊椎外科手術

レジストリの現状. 第29回東北脊椎外科研究会; 20190126; 仙台. 東北整形災害外科学会雑誌. 62(1):201. 
 
草野敬悟, 渡邉和之, 小林 洋, 加藤欽志, 二階堂琢也, 大谷晃司, 矢吹省司, 紺野愼一. 幼児環軸関節亜脱

臼の治療経験 一例報告. 第29回東北脊椎外科研究会; 20190126; 仙台. 東北整形災害外科学会雑誌. 62(1):204. 
 
國島麻実子, 渡邉和之, 小林 洋, 加藤欽志, 二階堂琢也, 大谷晃司, 矢吹省司, 紺野愼一. 転移性髄内腫瘍

の治療経験－1例報告－. 第29回東北脊椎外科研究会; 20190126; 仙台. 東北整形災害外科学会雑誌. 62(1):204-
205. 
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15年で頚椎砂時計腫を発症した1例. 第29回東北脊椎外科研究会; 20190126; 仙台. 東北整形災害外科学会雑誌. 
62(1):205. 
 
青木俊太郎, 土井理美, 髙垣耕企, 河村麻果, 北川信樹, 矢部博興, 坂野雄二. 気分障害患者の不安によって

生じる生活機能障害－価値に向かう行動の媒介効果－. 第11回日本不安症学会大会; 20190301-02; 岐阜. 
 
高野裕太, 青木俊太郎, 坂野雄二. Clinical Perfectionismが不安症状を強める過程－ネットワーク分析を用いた

検討－. 第11回日本不安症学会大会; 20190301-02; 岐阜. 
 
Tominaga R, Otani K, Iwabuchi M, Kikuchi S, Shirado O, Konno S. Association between spino-pelvic 
alignment and QOL in community-dwelling adults - The Locomotive Syndrome and Health Outcome in Aizu 
Cohort Study (LOHAS) -. 第22回脊椎と神経を語る会(SGNS); 20190309-11; 東京. 
 
渡邉和之, 大歳憲一, 二階堂琢也, 加藤欽志, 小林 洋, 大谷晃司, 矢吹省司, 菊地臣一, 紺野愼一. 学童

期バスケットボール選手の腰痛－メディカルサポートは有用か－. 第48回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 
20190418-20; 横浜. Journal of Spine Research. 10(3):430. 
 
加藤欽志, 大歳憲一, 矢吹省司, 大谷晃司, 二階堂琢也, 渡邉和之, 小林 洋, 紺野愼一. 野球選手における

腰椎終末期分離の存在は競技生活に影響するか？ 第48回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20190418-20; 横浜. 
Journal of Spine Research. 10(3):432. 
 
大瀧 遥, 関口美穂, 大谷晃司, 紺野愼一. MRIによる頚椎椎間板変性の各種評価法の比較. 第48回日本脊椎

脊髄病学会学術集会; 20190418-20; 横浜. Journal of Spine Research. 10(3):544. 
 
二階堂琢也, 大谷晃司, 関口美穂, 猪狩貴弘, 渡邉和之, 加藤欽志, 小林 洋, 矢吹省司, 紺野愼一. 地域

住民における傍脊柱筋の脂肪変性と腰部脊柱管狭窄との関係－南会津スタディ－. 第48回日本脊椎脊髄病学会学

術集会; 20190418-20; 横浜. Journal of Spine Research. 10(3):545. 
 
大谷晃司, 二階堂琢也, 菊地臣一, 紺野愼一. 地域住民における腰部脊柱管狭窄の実態－硬膜管の横断面積は

10年後の腰部脊柱管狭窄症状の存在を予測できるか. 第48回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20190418-20; 横浜. 
Journal of Spine Research. 10(3):547. 
 
小林 洋, 大谷晃司, 二階堂琢也, 渡邉和之, 加藤欽志, 矢吹省司, 紺野愼一. 足10秒テストを用いた、腰
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仙椎部疾患における下肢運動機能の定量評価－第2報：術後5年フォローアップによる経時的変化の検討－. 第
48回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20190418-20; 横浜. Journal of Spine Research. 10(3):610. 
 
大谷晃司, 二階堂琢也, 菊地臣一, 紺野愼一. 腰椎部硬膜管面積と転倒との関係－縦断研究－. 第48回日本脊

椎脊髄病学会学術集会; 20190418-20; 横浜. Journal of Spine Research 10(3):612. 
 
二階堂琢也, 関口美穂, 渡邉和之, 加藤欽志, 小林 洋, 大谷晃司, 矢吹省司, 紺野愼一. 腰椎疾患による神
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20190509; 横浜. 日本整形外科学会雑誌. 93(2):S122. 
 
小林 洋, 大谷晃司, 加藤欽志, 渡邉和之, 二階堂琢也, 矢吹省司, 紺野愼一. 10秒テストと握力を用いた頚

髄症スクリーニングツールの開発 －利き手と左右差を用いたスコアリングシステム－. 第92回日本整形外科学

会学術総会; 20190511; 横浜. 日本整形外科学会雑誌. 93(3):S505. 
 
大瀧 遥, 関口美穂, 大谷晃司, 紺野愼一. MRIによる頸椎椎間板変性の評価－各種評価法の比較－. 第92回

日本整形外科学会学術総会; 20190511; 横浜. 日本整形外科学会雑誌. 93(3):S698. 
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20190511; 横浜. 日本整形外科学会雑誌. 93(3):S809. 
 
森本忠嗣, 前田和政, 平田寛人, 寺島嘉紀, 宮腰尚久, 大谷晃司, 寒竹 司, 中村英一郎, 信藤真理, 園畑

素樹, 馬渡正明. 感染性心内膜炎を合併した化膿性脊椎炎の特徴. 第92回日本整形外科学会学術総会; 20190512; 
横浜. 日本整形外科学会雑誌. 93(3):S1059. 
 
大瀧 遥, 渡邉剛広, 関口美穂, 大谷晃司, 紺野愼一. Comparison of Various Evaluation Methods of 
Cervical Intervertebral Disc Degeneration by Magnetic Resonance Imaging -Minami Aizu Study-. NEST; 
20190525; 福島. 
 
小野 玲, 村田峻輔, 内田一彰, 小俣純一, 遠藤達矢, 大谷晃司. 地域在住後期高齢者においてソーシャルフ

レイルと認知機能低下は腎機能低下と関連するか？ 第31回日本老年学会総会; 20190606-08; 仙台. 日本老年医学
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矢部博興. 福島県立医科大学神経精神医学講座の研究 認知行動療法(CBT)研究. 第115回日本精神神経学会学術

総会; 20190620-22; 新潟. 
 
河野創一, 菅野和子, 浅野太志, 青木俊太郎, 藤原達雄, 阿部和道, 高橋敦史, 義久精臣, 三浦 至, 矢部

博興. 福島県立医科大学神経精神医学講座の研究 光トポグラフィー(NIRS)研究. 第115回日本精神神経学会学術

総会; 20190620-22; 新潟. 
 
戸田 亘, 松本純弥, 板垣俊太郎, 大西 隆, 伊藤 浩, 石井士朗, 志賀哲也, 松本貴智, 青木俊太郎, 三
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集学的アプローチの現状と課題. 第49回日本臨床神経生理学会学術集会; 20191128; 福島. 臨床神経生理学. 
47(6):349. 
 
矢吹省司, 牛田亨宏（座長）, 松本純弥, 二階堂琢也, 青木俊太郎（シンポジスト）. 疼痛と神経科学. 第
49回日本臨床神経生理学会学術大会; 20191128-30; 福島. 
 
加藤欽志, 大歳憲一, 矢吹省司, 大谷晃司, 二階堂琢也, 渡邉和之, 小林 洋, 半田隼一, 紺野愼一. 野球

選手の脊椎障害に対するメディカルサポート. 第138回西日本整形・災害外科学会学術集会; 20191130-1201; 佐
賀. 整形外科と災害外科. 68(2):35. 
 
〔特別講演〕 
 
大谷晃司. 高齢者運動器疼痛の治療－骨粗鬆症から慢性疼痛まで－. 第77回八事整形会; 20190314; 名古屋. 
 
大谷晃司. 運動器難治性疼痛治療の考え方とその実際. 運動器疼痛治療WEBセミナー2019; 20190320; Web配

信. 
 
色摩弥生. 大学教員にとっての研究 ～医学研究と教育研究の経験から～. 福島医学会第476回学術研究集会; 
20190523; 福島. 
 
大谷晃司. 難治性運動器疼痛治療の実際：リエゾン診療を通じて学んだこと. 第17回埼玉整形外科トピック・リ

エゾンセミナー; 20191031; さいたま. 
 
大谷晃司. 非特異的腰痛への対応の試み. 日本カイロプラクティック科学学会第10回学術大会; 20191104; 東京. 
 
〔招待講演〕 
 
大谷晃司. 慢性腰痛の治療戦略～TVの症例を再掲示する～. 第10回道南疼痛研究会学術講演会; 20190618; 函
館. 
 

大谷晃司. 医師教育の動向について(1)：総論. 第1回一般社団法人福島県医療福祉関連教育施設協議会教育研修

会; 20191221; 郡山. 
 
色摩弥生. 医師教育の動向について(2)：アクティブラーニング．第1回一般社団法人福島県医療福祉関連教育施

設協議会教育研修会; 20191221; 郡山. 
 
〔その他〕 
 
大谷晃司. 臨床研修医指導医講習会 タスクフォース; 20190112-13; 福島. 
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大谷晃司. 福島県の医師定着への取り組み－現状と目指すべき方向性－. 臨床研修医指導医講習会; 20190113; 福
島. 
 
大谷晃司. 福島県の医療の現状について. 平成30年度福島県地域医療を考える懇談会（合同ガイダンス）; 
20190215; 福島. 
 
大谷晃司. 医師養成に関する最近の話題. 卒後臨床研修管理委員会（拡大）; 20190311; 福島. 
 
大谷晃司. 平成31年度臨床研修医オリエンテーション. 福島医大附属病院臨床研修医オリエンテーション; 
20190401; 福島. 
 
大谷晃司. 福島県臨床研修病院ネットワークとは？ 福島県新臨床研修医合同オリエンテーション; 20190406; 猪
苗代町. 
 
大谷晃司. 6年生への説明会．福島医大修学資金受給者説明会; 20190517; 福島. 
 
大谷晃司. 福島県における臨床研修．福島県臨床研修病院ネットワークガイダンス2019 in 福島; 20190531; 福
島. 
 
大谷晃司. 学部教育・医師養成に関する話題提供. 卒後臨床研修管理委員会（拡大）; 20190531; 福島. 
 
大谷晃司. 医学部臨床教育の流れ. 令和元年度一般社団法人福島県立医科大学光が丘協議会定時評議員会; 
20190607; 福島. 
 
大谷晃司. 医学部臨床教育の流れ. 指導医セミナー; 20190607; 福島. 
 
大谷晃司. 卒後臨床研修について－概論と医大病院プログラム－. 令和元年度マッチング説明会; 20190614; 福島. 
 
大谷晃司. 医師への道：医師国家試験と卒後臨床研修. 福島医大医学部後援会; 20190621; 福島. 
 
大谷晃司. 福島県の臨床研修について－福島県臨床研修病院ネットワーク－. 福島県臨床研修病院ネットワークガ

イダンス in 東京2019; 20190629; 東京. 
 
大谷晃司. 臨床研修と専門研修の方向性. 福島県立医科大学医学部後援会; 20190629; 東京. 
 
大谷晃司. 4年生への説明会．福島医大修学資金受給者説明会; 20190711; 福島. 
 
大谷晃司. 5年生への説明会．福島医大修学資金受給者説明会; 20190718; 福島. 
 
大谷晃司. 未来の医療を担う皆さんへ－福島の医療の現状と皆さんへの期待－. メディカルセミナー（福島県教育

委員会主催）; 20190727; 福島. 
 
大谷晃司. 地域医療体験研修 須賀川コース. 引率教員; 20190729-31; 須賀川. 
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青木俊太郎. 地域医療体験研修 小野コース1. 引率教員; 20190731-0802; 小野町. 
 
大谷晃司, 末永博紀. 地域医療体験研修 白河コース. 引率教員; 20190731-0802; 白河. 
 
坂本信雄. 地域医療体験研修 藤田コース. 引率教員; 20190805-07; 伊達. 
 
末永博紀. 地域医療体験研修 いわきコース1. 引率教員; 20190807-09; いわき. 
 
青木俊太郎. 地域医療体験研修 いわきコース2. 引率教員; 20190821-23; いわき. 
 
坂本信雄, 青木俊太郎. 地域医療体験研修 南会津コース1. 引率教員; 20190826-28; 南会津町. 
 
大谷晃司, 末永博紀. 地域医療体験研修 小野コース2. 引率教員; 20190828-30; 小野町. 
 
大谷晃司. 地域医療体験研修 相双コース. 引率教員; 20190924-26; 相馬. 
 
青木俊太郎, 末永博紀. 地域医療体験研修 いわきコース3. 引率教員; 20190925-27; いわき. 
 
大谷晃司. 学部教育・医師養成に関する話題提供. 卒後臨床研修管理委員会（拡大）; 20190927; 福島. 
 
大谷晃司. 福島県立医科大学医学部4年生との未来を語る会シンポジウム BSLってなんだろう？（企画、司

会）. 福島県立医科大学医学部4年生との未来を語る会; 20191011; 福島. 
 
大谷晃司. 臨床研修医指導医講習会 タスクフォース; 20191026-27; 福島. 
 
大谷晃司. 福島県の医師定着への取り組み－現状と目指すべき方向性－. 臨床研修医指導医講習会; 20191027; 福
島. 
 
大谷晃司. ふくしまの地域医療を学ぶオータムセミナー2019（企画、司会）; 20191109-10; 郡山. 
 
大谷晃司. 臨床医学教育に関する話題. 指導医セミナー（南相馬市立総合病院）; 20191119; 南相馬. 
 
大谷晃司. 臨床医学教育に関する話題. 指導医セミナー（福島赤十字病院）; 20191120; 福島. 
 
大谷晃司. 臨床医学教育に関する話題. 指導医セミナー（いわき市医療センター）; 20191126; いわき. 
 
大谷晃司. 臨床医学教育に関する話題. 指導医セミナー（竹田綜合病院）; 20191205; 会津若松. 
 
大谷晃司. 臨床医学教育に関する話題. 指導医セミナー（総合南東北病院）; 20191225; 郡山. 
 
諸井陽子, 青木俊太郎, 安井清孝, 坂本信雄, 安田 恵, 末永博紀, マハム スタンヨン, 唐 尊一, 色摩

弥生, 大谷晃司. 医療コミュニケーション教育に貢献する模擬患者の新規養成の報告. 第14回東北シミュレーシ

ョン医学教育研究会; 20191207; 福島. プログラム・抄録集. 15.  


